








































































































































































































































































































































































































	 	 あ !?　
	 	 何の為に　班ごとの　チームに　分けて　演習　やってると　思ってる
	 	 つまり…
	 	 お前らは　この試験の答えを　まるで理解して　いない……
（岸本斉史『NARUTO－ナルト－②』）
　また、半助は、乱太郎が入学した「忍術学園」の教師である。彼は、忍術の授業の冒頭で次
のように言う。
	 （13）	 本日は　火器についての　講義をおこなう
	 	 予習してくる　ようにと　いっておいたが
	 	 乱太郎　どうだ
（尼子騒兵衛『落第忍者乱太郎①』）
　（12）や（13）のことばづかいには役割語の特徴が見られない。なぜ、青年忍者は役割語を
用いずに話すのだろうか。彼らは、少年忍者たちの前では、彼らより上位の立場にあるため、
「せっしゃ」や「ござる」を用いたことばづかいはふさわしくない。また、彼らは年齢的には
比較的若いキャラクターとして設定されているため、老忍のような「わし」や「じゃ」等を用
いたことばづかいも違和感がある。青年忍者にもっとも近い現実の存在は、学校の先生や部活
等のコーチであろう。少年マンガの読者は、彼らを現実世界の先生やコーチに投影すると思わ
れる。青年忍者のことばづかいに役割語が用いられないのは、彼らが、少年読者の身近にいる
（現実の）先生やコーチになぞらえて造形されているためと考えられる 12）。
３．４　女忍者のことばづかい　
　最後に女忍者のことばづかいを見てみよう。以下の（14）は、『サスケ』に登場する服部半
蔵の娘（以下、半蔵娘）のセリフである。
	 （14）	 ａ．さあ　その　こけしを　お出し！　今のうちなら　まだ　たすけて　あげるわ
	 	 ｂ．アッ！　どうしたの　これ！　おまえたち！
	 	 ｃ．ホホホホ　子どもだね　あんなところに　にげこんで……
	 	 ｄ．だが　わたしも　服部半　蔵の娘　この　しかえしは　きっと　してやる
（白土三平『サスケ①』）
　半蔵娘のことばづかいには次のような特徴がある。①自分のことを「わたし」と称する。②
「お出し」のような美化語を用いる。③文末に終助詞「わ」を付加する。④疑問文の文末に終
助詞「の」を付加する。⑤笑い声が「ホホホホ」で表される。これらは＜お嬢様語＞の特徴で
ある。半蔵娘は＜お嬢様語＞の話し手なのである。忍者マンガ以外のマンガに登場する＜お嬢
様語＞で話すキャラクターは、いわゆる「良家の子女」である。しかし、半蔵娘は、物語の冒
頭において、サスケとほぼ互角の忍術戦をくりひろげる「男まさり」の女忍者である。そんな
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彼女が「お嬢様」キャラクターとして＜お嬢様語＞を話すキャラクターとして造形されている
のはなぜだろうか。これには、忍者マンガ特有の世界観が関係していると考えられる。忍者の
世界は男社会であるため、忍者マンガで活躍するのはもっぱら男性である。ゆえに、忍者マン
ガに登場する女性は、例外的な存在として扱われる。その結果、忍者マンガの女性キャラクター
は、男性から見た「女性らしい」女性のステレオタイプを体現した存在として描かれる 13）。
つまり、女忍者は、長い髪で細身という、「女性らしい」姿（図５参照）という見た目ばかり
でなく、そのことばづかいもより「女性らしい」＜お嬢様語＞を話すキャラクターとして造形
されるのである。
　ただし、以上のような、脇役として登場する「女性らしい」女忍者は、昭和30年代から40
年代ごろまで少年マンガに登場したもので、現代では消滅しつつあると言える。現代の忍者マ
ンガには、女忍者が脇役として（男）忍者の世界に「花を添える」のではなく、女忍者が主役
として登場するものがある。彼女たちのことばづかいを見てみよう。
	 （15）	 爺が……
	 	 いよいよ　俺たちは………
	 	 外界に　旅立つ時が　もうすぐ　だって言って　たけど…
（小山ゆう『あずみ①』）
	 （16）	 わかりました…
	 	 この戦　私が義元本隊を　見つけられるかに　かかってるんですね
（重野なおき『信長の忍び①』）
　（15）は小山ゆう『あずみ』の主人公であるあずみ、（16）は重野なおき『信長の忍び』の主
人公である千鳥のセリフである。あずみも千鳥も＜お嬢様語＞を話すことはない。あずみは自
分のことを「俺」と称する＜男ことば＞の話し手である。あずみは「女性らしい」体つきに描
かれているが、自身の女性性には無自覚であり、作品では、あずみがそれに目覚めていく過程
が描かれる。このようなキャラクターに＜お嬢様語＞はそぐわない。＜お嬢様語＞は、少なく
とも自身の女性性には自覚的であり、それを演出（利用）しようとするキャラクターが用いる
役割語だからだ。一方、千鳥は自分のことを「私」と称する＜標準語＞の話し手である。千鳥
は、まるで忍者らしくない女忍者であり、強くて「女性らしい」という従来の女忍者像のステ
レオタイプに対するアンチテーゼとして設定されているように思われる。このようなキャラク
ターにも＜お嬢様語＞はそぐわない。彼女の役回りは「お嬢様」キャラクターにいじめられる
キャラクターに近く、むしろ、＜お嬢様語＞を浴びせられる側に位置する。このような女忍者
の登場は、女忍者が従来のステレオタイプから離れ、男忍者と同様に、それぞれが独自のキャ
ラクター性をもちはじめていることを示している。
４．おわりに
　本稿では、忍者キャラクターのことばづかいについて考察した。忍者キャラクターのことば
づかいには、次のような特徴があることがわかった。
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①老忍は＜老人語＞を用いる傾向がある。ただし、与えられたキャラクター性によって、
他の役割語を用いたり、使用する語彙や表現に制限がある。
②少年忍者は「せっしゃ」「ござる」のような＜忍者語＞を用いる傾向がある。ただし、
特に主役の場合は、個性的な特徴が与えられるため、＜忍者語＞を用いない。
③青年忍者は役割語を用いない。
④女忍者は＜お嬢様語＞を用いる傾向がある。ただし、女忍者が主役の場合には、個性
的な特徴が与えられるため、＜お嬢様語＞を用いない。
　以上のことは、忍者というキャラクターとことばづかいの結びつきがあまり強くないことを
示している。忍者のことばづかいは、忍者であることよりも、他の属性によって決定されるこ
とが多いのである。すなわち、＜忍者語＞という役割語を設定する根拠は十分ではない。本稿
では、「せっしゃ」と「ござる」を＜忍者語＞と呼んだが、これらは、＜武士語＞または＜侍
（さむらい）語＞と呼ぶべきかもしれない。ただ、「武士」または「侍」キャラクターのことば
づかいについてはまだ十分な研究が行われておらず、今後の課題である。また、「ござる」の
起源についても不明な点が多い。「ござる」は、狂言における太郎冠者のセリフや、『浮世風呂』
に登場する下層の男性のセリフに使用例がある 14）。これらが、どのようにして＜武士語＞、
さらには＜忍者語＞になっていったのかについても、今後の課題である。
注）
１）海外のフィクションに登場する忍者キャラクター像は、日本のそれと異なっている。特にハリウッド映画
に登場する忍者キャラクターは、Ninjaと称され、日本のそれとは異なった描かれ方をしている。井上（2014）
は、Ninjaはその肉体美が強調して描かれていることを指摘し、彼らは「その肉体美とNinjaとしての技を
通じてアメリカ古来の理想的な人間としての「セルフ・メイド・マン」を表現している」と述べている。
本稿では、このような海外のフィクションに登場する忍者キャラクターは分析の対象としない。
２）忍者が登場する小説やマンガは、中世や近世の日本を舞台にした時代物と、現代（または未来）社会を舞
台にした現代物とに分けることができる。時代物は多かれ少なかれ史実に基づいた設定があり、一方、現
代物はもし現代（または未来）に忍者がいたらという架空の設定で描かれることが多い。しかし、特にマ
ンガにおいては、時代物であっても現代風のアレンジがされていることが少なくない。したがって本稿では、
このような設定の違いは考慮しない。
３）もちろん、年配の忍者であっても、身分的に低い立場の者もいる。白土三平『カムイ外伝』の「老忍」に
登場する名張の半助は、抜忍のカムイを追う下忍の一人である。本稿で言う「老忍」には、彼のような例
は例外として含めない。
４）女忍者には、本稿で言うところの「老忍」もいる。老忍の女忍者は、忍者を引退したご意見番のような役
回りを与えられていることが多い。例として、岸本斉史『NARUTO－ナルト－』のチヨバアがあげられる。
５）自来也の登場時の年齢は50歳と設定されているが、作品に登場するキャラクターの中では高齢のキャラク
ターに属するとみなせる。
６）（２ｄ）の「しとれ［ʃitore］」は、「しておれ［ʃiteore］」の［ｅ］	が脱落した形とみなせる。
７）ここで言う＜標準語＞とは、金水（2003）が言うところの、役割語としての＜標準語＞である。たとえば、
いわゆるヒーローのキャラクターが用いることばづかいがそれにあたる（秋月	2013a）。
８）Wikipediaによれば、作者は、自来也を歌舞伎役者をモチーフに造形したという（2014年９月１日閲覧）。
９）『新調現代国語辞典	第１版』（1985）の記述による。
10）『忍者ハットリくん』は、1981年の新作アニメ化に伴い、同年より1988年まで、『コロコロコミック』『て
れびくん』、小学館の学年別学習雑誌で新作が連載された。本稿で用いたセリフのデータは旧作のものであ
る。
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11）ナルトは、文末に「ってば（よ）」をよく用いる。現在、「ってば（よ）」はナルトだけが用いるキャラ助詞
であり、主人公としての特徴をきわだだせるために用いられている。ただし、将来的には、「ってば（よ）」
が忍者キャラクターの役割語になる可能性は否定できない。
12）作者の岸本斉史は、カカシは、最初「ござる」を用いるキャラクターとして設定したと言っている。ただし、
この設定は、編集担当者との打ち合わせでボツになったと言う（『NARUTO－ナルト－①』p.128）。この
事実は、忍者キャラクターのことばづかいを考える上でたいへん興味深い。少なくとも、作者の中には、
忍者キャラクターが「ござる」で話すというステレオタイプが存在し、カカシはそれに沿って造形されて
いたと考えられる。
13）また、女性であることを利用する女忍者もしばしば登場する。女忍者が登場するフィクション作品に、い
わゆる「お色気」ものがあるのは、女忍者は、男性から見た好ましい女性像を体現しがちであることを示
していると考えられる。
14）　「ござる」の使用例として、狂言には、次のようなものがある。
	 	 ⅰ）それに末広がりはござらぬか（狂言・末広がり）
	 	 ⅱ）それがようござらう（狂言・入間川）
	 　また、式亭三馬『浮世風呂』の「前編・男湯の巻」に登場する「いんきょ」にも「ござる」の使用例が
ある。
	 	 ⅲ）イヱ、此頃は親類どもに病人がござって、
	 	 ⅳ）おそらくは鵜飼の症でござらう。
	 　これらの例を見る限りでは、「ござる」は下層の武士が用いることばから年配の男性が用いることばに移
行していったという推測ができるが、詳細は不明である。
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尼子騒兵衛『落第忍者乱太郎』１～55巻　朝日新聞出版　あさひコミックス
小山ゆう『あずみ』１～48巻　小学館　ビッグコミックス
岸本斉史『NARUTO－ナルト－』１～70巻　集英社　ジャンプ・コミックス
さくらももこ『ちびまる子ちゃん』１～16巻　集英社　りぼんマスコットコミックス
重野なおき『信長の忍び』１～８巻　白泉社　JETS	COMICS
白土三平『カムイ外伝』１～３巻　小学館　小学館文庫
白土三平『サスケ』１～８巻　秋田書店　白土三平選集
白土三平『ワタリ』１～３巻　秋田書店　白土三平選集
杉浦茂『猿飛佐助』　筑摩書房　ちくま文庫
杉浦茂『少年児雷也』１・２巻　河出書房新社　河出文庫
藤子不二雄Ⓐ『新編集　忍者ハットリくん』１～４巻　復刊ドットコム
藤子不二雄Ⓐ『新　忍者ハットリくん』１～４巻　復刊ドットコム
横山光輝『伊賀の影丸』１～11巻　秋田書店　秋田文庫
中村通夫（校注）『日本古典文学大系63　浮世風呂』岩波書店
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